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 消費税増税への各候補者のスタンス

昨年衆院選 今回参院選

自民党 賛成 83% ⇒ 72%

反対 4% ⇒ 7%

公明党 賛成 91% ⇒ 60%

民主党 賛成 87% ⇒ 57%

反対 3% ⇒ 13%

　　　　　　　７月19日付朝日新聞より作成

参
院
選
で
圧
勝
し
た
自
公
政
権
。
し
か

し
選
挙
中
の
消
費
増
税
へ
の
自
公
民
候
補

の
ス
タ
ン
ス
は
昨
年
衆
院
選
と
比
べ
て
も

「
増
税
隠
し
」
が
露
骨
で
し
た(

左
図)

。

麻
生
財
務
大
臣
は
、
国
際
公
約
な
ど
を

理
由
に
増
税
に
積
極
的
で
す
が
、
安
倍
首

相
や
そ
の
ブ
レ
ー
ン
の
浜
田
内
閣
官
房
参

与
は
慎
重
で
す(

左
中
図)

。

今
後
、
９
月
９
日
の
「
４
〜
６
月
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
」
の
二
次
速
報
を
待
っ
て
「
中
期
財

政
計
画
」
と

と
も
に
、
９

月
末
〜
１
０
月
上
旬
に
消
費
増
税
を
最
終

判
断
し
、
十
月
中
旬
の
臨
時
国
会
に
臨
む

も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す(

下
図)

。

安
倍
内
閣
は
一
応
慎
重
な
ポ
ー
ズ
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
①
閣
僚
の
委
員
会
出
席
を

減
ら
し
副
大
臣
が
代
理
で
答
弁
②
委
員
会

の
審
議
時
間
に
上
限
を
設
定
③
国
会
同
意

人
事
を
大
幅
削
減
等
、
国
会
の
「
省
力
化
」

案
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
左
下
の
大
和
総

研
の
消
費
増
税
で
の
家
計

負
担
増
は
著
し
く
、
２
０

１
６
年
に
は
可
処
分
所
得
が
年
間
３
０
万

円
も
目
減
り
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
の

持
つ
性
格
か
ら
、
弱
い
立
場
の
中
小
零
細

企
業
の
経
営
の
危
機
も
必
至
で
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
内
６
割
を
占
め
る
個

人
消
費
が
冷
え
込
め
ば
…
。

経
済
専
門
家
の
予
測
の
平
均
で

は
、
消
費
増
税
後
の
来
年
４
〜
６

月
の
実
質
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
５
・

４
％(

年
率)

、
増
税
前
の
１
〜
３

月
の
プ
ラ
ス
４
・
４
％
と
比
べ
て
、

一
気
に
十
％
近
く
落
ち
込
み
ま
す
。

こ
れ
は
消
費
増
税
法
第
１
８
条

の
「
２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０
２

０
年
度
ま
で
の
平
均
に
お
い
て
、

名
目
経
済
成
長
率
３
％
か
つ
実
質

２
％
程
度
」
に
も
明
ら
か
に
反
し

ま
す
。

▼
福
島
原
発
で
、
や
っ
ぱ
り

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
水
が
海

に
流
れ
出
し
て
い
た
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。
そ
の
日
は
な
ん
と

７
月
２
２
日
。
参
院
選
の
投
開

票
日
の
翌
日
だ
っ
た
。
姑
息
な

東
電
ら
し
い
と
言
え
ば
、
そ
う
な
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
露
骨
だ
っ
た

▼
こ
ん
な
に
ひ
た
隠
し
に
し
て
い
て
も
、

国
民
は
も
う
騙
さ
れ
な
い
。
と
り
わ
け
東

京
地
方
区
で
は
「
脱
原
発
」
の
共
産
党
候

補
と
山
本
太
郎
氏
が
当
選
し
た
。
ま
た
東

京
の
比
例
代
表
で
は
、
共
産
党
の
票
数
は

自
民
党
に
次
い
で
第
二
位
だ
っ
た
▼
反
共

的
な
番
組
の
一
つ
「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま

で
言
っ
て
委
員
会
」
で
も
「
自
共
対
決
」

が
話
題
に
な
り
「
民
主
党
へ
の
失
望
が
ぶ

れ
な
か
っ
た
共
産
党
へ
い
っ
た
」(

金
美
鈴

氏)

「
ぶ
れ
な
き
ゃ
い
い
の
か
。
自
共
対
決

と
い
う
が
６
５
対
８
、
対
決
じ
ゃ
な
い
」

(

橋
本
五
郎
氏)

等
の
発
言
も
あ
つ
た
が
、

「
一
貫
し
て
国
民
目
線
」(

田
嶋
陽
子
氏)

や
「
賃
上
げ
を
明
確
に
主
張
」(

宮
崎
哲
也

氏)

の
賛
同
的
意
見
も
あ
っ
た
▼
久
し
振
り

に
共
産
党
が
勝
ち
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
少
し

は
変
化
が
あ
る
気
配
も
す
る
が
、
過
半
数

を
制
し
た
自
公
政
権
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う

出
る
の
か
。
安
心
は
出
来
な
い
。

左
記
は
、
朝
日
新
聞
「
限
界
に
っ
ぽ
ん
」

に
掲
載
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
の
、
「
う
つ
病
」
に
よ
る
社
会
的

損
失
が
２
兆
７
千
億
円
も
あ
る
と
い
う
推

計
で
す
。

「
２
４
時
間
闘
え
ま
す
か
」
等
モ
ー
レ

ツ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
絶
賛
さ
れ
、
滅
私
奉

公
が
強
い
ら
れ
る
な
か
で
蔓
延
し
た
「
う

つ
病
」
。
こ
れ
は
、
国
税
の
職
場
で
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
は
、
例
え
ば
「
何
で
も
か

ん
で
も
差
押
」
の
徴
収
部
門
や
、
ノ
ル
マ

主
義
押
付
け
「
成
績
主
義
」
の
課
税
部
門
、

さ
ら
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
を
含

め
、
上
意
下
達
の
体
制
が
あ
り
ま
す
。

民
間
で
は
、
「
追
い
出
し
部

屋
」
と
言
わ
れ
る
非
人
間
的
な

リ
ス
ト
ラ
政
策
が
、
労
働
者
を

追
い
込
み
、
発
病
し
た
例
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
不
安
定
雇
用
も
常
態
化
し
、
正

規
雇
用
者
は
「
我
慢
し
な
け
れ
ば
」
と
い

安
倍
政
権
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議(

日

本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ)

設
置
法
案
提
出
と
あ
わ
せ
、

秘

密
保
全
法
案
を

秋

の
臨
時
国
会
に

提

出
す
る
方
針
を

固
め
ま
し
た
。

こ
の
法
案
は
、

公
務
員
と
共
犯
者

う
無
理
も
背
景
に
あ
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
非
人
間
的
な
労
働
に
起

因
す
る
「
う
つ
病
」
を
な
く
す
に
は
、
人

間
的
な
労
働
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
、
行

政
で
は
「
憲
法
に
基
づ
く
国
民
本
位
の
民

主
的
行
政
」
と
、
人
間
的
な
労
働
へ
の
転

換
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
罰
則
を
強
化
す
る
も
の
で
、
政

府
は
、
政
策
決
定
を
行
う
Ｎ
Ｓ
Ｃ

と
、
機
密
情
報
を
集
約
す
る
機
関

の
分
離
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

場
合
、
機
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
が
必

要
な
た
め
、
法
整
備
が
必
要
と
い
う
意
見

を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
秘
密
保
全
法
が
公
務
員

を
縛
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
必
至
で
、
国

民
の
「
知
る
権
利
」
や
、
報
道
機
関
の
取

材
の
自
由
に
も
抵
触
し
か
ね
ま
せ
ん
。

原
発
事
故
、
汚
染
水
の
海
へ
の
流
出
で

顕
著
な
よ
う
に
、
何
で
も
か
ん
で
も
自
分

に
都
合
の
悪
い
も
の
は
隠
し
た
が
る
現
政

権
の
も
と
で
、
「
秩
序
の
維
持
」
の
名
の

も
と
に
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
観
点
か
ら

も
重
大
な
問
題
で
す
。

物
騒
な
国
家
安
全
保
障
会
議(

日
本
版
Ｎ

Ｓ
Ｃ)

設
置
と
あ
わ
せ
提
出
さ
れ
る
こ
の

「
秘
密
保
全
法
案
」
。
民
主
主
義
の
危
機

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(7月30日発送)

－１－
－４－

発行責任者

志形 明秀

六
月
二
十
八
日
、
大
阪
税
制
研
究
所
第

２
６
回
定
期
総
会
を
、
グ
リ
ー
ン
会
館
２

階
で
開
催
し
、
十
八
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
定
期
総
会
で
は
、
前
年
度
か
ら
若

返
っ
た
体
制
で
の
活
動
を
総
括
し
、
い
っ

そ
う
前
進
す
る
た
め
の
方
針
を
全

員
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
は
、
こ
れ
ま
で
運
営
委
員

と
し
て
ご
奮
闘
い
た
だ
い
た
西
本

博
文
さ
ん
と
増
田
節
代
さ
ん
を
新

し
く
理
事
に
選
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
会
費
が
未
納

の
方
に
つ
い
て
は
、
振
込
用
紙
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
振
り
込
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

税経新人会全国研究集会

が京都で開催されます。

日時:9月6日(金)13時～

7日(土)11時40分。

場所:6日京都テルサ(京都市

南区新町通９条下る)

7日:龍谷大学アバンティ

響都ホール(京都駅

より南へ徒歩1分)

秘密保全法案とは
①国の安全②外交③公共の

安全及び秩序の維持---の３

分野で、国の存立に重要な情

報(特別秘密)を漏らした国家

公務員や共犯者への罰則を強

めるための法律。民主党時代

に設置した有識者会議で検討

を進め、安倍政権も法整備を

めざしていた。



マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相

は
、
強
国
が
弱
小
国
を
利
用
す
る
不
平
等

な
条
約
と
非
難
し
「
弱
小
国
の
国
内
市
場

に
巨
大
な
米
国
企
業
を
参
入
さ
せ
よ
う
と

い
う
米
国
の
企
み
」
と
指
摘
。
さ
ら
に

「
私
た
ち
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
し
た
ら
手
も
足

も
縛
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
「
再
び
我
々

は
植
民
地
化
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
前
の
め
り
な
安
倍

首
相
は
「
国
益
は
守
る
」
「
守
る
べ
き
は

守
る
」
「
強
い
交
渉
力
」
と
力
説
し
ま
す

が
、
交
渉
文
書
・
内
容
さ
ら
に
は
日
本
政

府
の
主
張
も
全
て
秘
密
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
「
核
密
約
」
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
国
民
に
何
も
知
ら
せ
な
い
で
、

数
々
の
「
国
民
無
視
」
の
政
治
を
繰
り
返

し
て
き
た
自
民
党
政
府
を
国
民
が
信
用
す

る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

多
国
籍
企
業
の
利
益
を
守
る
点
で
は
、

ア
メ
リ
カ
と
一
致
出
来
て
も
、
来
年
十
一

月
に
中
間
選
挙
を
控
え
る
オ
バ
マ
大
統
領

は
目
に
見
え
る
実
績
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
中
で
、
コ
メ
、
麦
、
豚
肉
、
乳

製
品
、
砂
糖
の
５
品
目
の
関
税
を
守
り
た

い
日
本
の
思
惑
が
、
ア
メ
リ
カ
の
思
惑
と

合
う
可
能
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

７
月
２
５
日
に
一
応
終
わ
っ
た
マ
レ
ー

シ
ア
会
合
で
も
、
関
税
の
議
論
に
加
わ
る

余
地
を
残
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

５
品
目
の
関
税
が
ど
う
な
る
か
先
行
き
は

全
く
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

菅
義
偉
官
房
長
官
も
「
各
国
の
議
論
に

開
き
が
あ
り
実
質
的
議
論
に
参
加
可
能
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
裏
付
け
も
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
２
５
日
、
札
幌
市
で
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

か
ら
北
海
道
を
守
り
ぬ
く
総
決
起
大
会
」

が
開
か
れ
、
「
オ
ー
ル
北
海
道
」
の
諸
団

体
・
一
般
市
民
が
参
加
し
「
交
渉
か
ら
の

即
時
撤
退
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

元
々
国
粋
主
義
者
か
の
よ
う

に
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱

却
」
を
叫
ぶ
安
倍
首
相
が
、
何

ゆ
え
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
前
の
め
り
に

な
る
の
か
、
こ
れ
も
長
年
ア
メ

リ
カ
と
財
界
に
無
条
件
に
追
従

し
て
き
た
「
自
民
党
政
治
」
の

特
性
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
」
で
は
、
米
歳
入
委
員
会
キ
ャ

ン
プ
委
員
長
が
「
自
動
車
、
農

産
物
、
保
険
を
は
じ
め
日
本
の

関
税
・
非
関
税
障
壁
を
全
面
的

に
取
り
上
げ
る
」
と
し
て
い
る

よ
う
に
日
本
の
利
益
は
損
な
わ
れ
ま
す
。

コ
メ
等
５
品
目
の
農
業
と
と
も
に
、
郵

便
局
員
が
簡
保
生
命
と
一
緒
に
ア
フ
ラ
ッ

ク
の
保
険
を
勧
誘
す
る
奇
妙
な
事
態
も
進

み
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
特
許
権
の
保
護

期
間
の
延
長
が
さ
れ
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
品
で
は
な
い
高
価
な
薬
品
で
、
庶
民

の
医
療
費
が
か
さ
み
、
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
事
態
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

農
業
の
み
な
ら
ず
全
産
業
に
及
ぼ
す
悪

影
響
や
、
労
働
基
準
の
あ
り
方
ま
で
全
般

的
に
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
「
愛
国
者
」
を
装
う

「
売
国
奴
」
的
手
法
で
ゴ
リ
押
し
さ
れ
る

事
態
を
、
幅
広
い
国
民
に
知
ら
せ
、
国
民

的
運
動
で
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

「
消
費
増
税
は
社
会
保
障
充
実

の
た
め
」
と
言
っ
て
き
た
政
府
や

増
税
勢
力
で
す
が
、
昨
年
夏
の

「
３
党
合
意
」
に
伴
い
設
置
さ
れ

た
「
社
会
保
障
国
民
会
議
」
の
報

告
は
左
記
の
と
お
り
、
国
民
に

「
痛
み
」
を
押
し
付
け
る
内
容
が

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

主
な
「
痛
み
」
を
伴
う
施
策
は
、

①
７
０
〜
７
４
歳
の
医
療
費
窓
口

負
担
引
上
げ
②
医
療
保
険
料
上
限

引
き
上
げ
③
紹
介
状
の
な
い
大
病

院
の
受
診
者
に
定
額
負
担
導
入
④

要
介
護
度
の
低
い
人
向
け
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
す

⑤
介
護
保
険
利
用
の
高
所
得
者
負

担
割
合
引
上
げ
等
々
で
す
。

総
論
と
し
て
は
、
負
担
の
あ
り

方
を
「
年
齢
別
」
か
ら
「
負
担
能

力
別
」
に
と
、
応
能
負
担
へ
の
切

り
替
え
を
装
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け

の
所
得
か
具
体
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か

な
年
金
収
入
し
か
な
く
て
も
、
「
高
所
得

者
」
に
な
る
可
能
性
も
否
め
ま
せ
ん
。

元
々
、
現
役
世
代
３
人
が
高
齢
者
１
人

を
支
え
る
「
騎
馬
戦
型
」
か
ら
現
役
世
代

１
人
が
高
齢
者
１
人
を
支
え
る
「
肩
車
型
」

に
な
る
こ
と
や
、
２
０
１
２
年
度
に
１
１

０
兆
円
だ
っ
た
の
が
２
０
２
５
年
度
に
は

１
４
９
兆
円
に
膨
ら
む
こ
と
へ
の
対
処
施

策
で
す
か
ら
、
ご
く
一
部
し
か
本
当
の
富

裕
層
が
い
な
い
日
本
の
現
状
で
は
、
絶
対

的
に
は
貧
困
で
も
相
対
的
に
「
ま
し
」
と

見
ら
れ
れ
ば
、
高
負
担
が
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

左
下
は
５
月
２
７
日
に
発
表
さ
れ
た
経

団
連
の
社
会
保
障
「
効
率
化
・
重
点
化
」

で
す
が
、
い
く
つ
か
の
事
項
は
、
国
民
会

議
の
今
回
の
報
告
書
素
案
に
も
盛
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

特
に
、
年
金
で
は
支
給
開
始
年
齢
の
さ

ら
な
る
引
上
げ
と
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
で
、
ど
ん
な
経
済
状
態
で
も
支
給
額

が
引
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

消
費

増

税
法

の

名
称

は

「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
行

う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
」
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
８
条
２
項
で
は
「
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
る
経
済
の
影
響
を
踏
ま
え
、
成
長
戦
略

並
び
に
事
前
防
災
及
び
減
災
に
資
す
る
分

野
に
資
金
を
重
点
的
に
配
分
」
と
し
、
増

収
分
を
「
国
土
強
靭
化
」
で
無
駄
な
公
共

事
業
に
浪
費
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
来
の
目
的
で
あ
る
「
社
会
保
障
充
実
」

を
放
棄
し
、
医
療
、
介
護
、
年
金
、
福
祉

等
を
削
る
社
会
保
障
国
民
会
議
の
報
告
案

は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
公
が
過
半
数
を
占
め
る
国
会
で
、
国

民
の
暮
ら
し
と
権
利
を
破
壊
す
る
施
策
を

監
視
・
阻
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

－３－ －２－

今
年
一
月
の
税
研
全
国
集
会
を
ま

と
め
た
「
税
金
２
０
１
３
」
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

お
申
込
み
の
方
は
、
全
国
税
近
畿

地
連(

☎
０
６
―
６
９
４
１
―
２
１
６

９)

ま
た
は
当
研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。


